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 放送用周波数の活用方策に関する検討分科会

VHF-High 放送帯域の活用方策

東京ワンセグ放送株式会社

防災・減災・地方活力創生のための
自治体公共エリア放送と革新的物流イノベーションの融合









4

VHF-High 放送帯域による実証実験について

東京ワンセグ放送株式会社

VHF-High 放送帯域を
活用したエリア放送の
実証実験

2021 年 1月 2月 3月 4月 5月

実施地域選定 実証実験＋報告書

実証実験準備（機器等＋免許申請）

エリア放送推進プロジェクトチーム組成
（関係各社による）

【実証実験スケジュール】

※新型コロナ禍で、2021 年 3月までに実施できない場合も想定されますが、遅くとも 5月中を目処としています。

【実証実験内容】
○送信出力による放送サービスエリア調査・・・送信出力を変化させ、それぞれ電界強度調査を実施し、サービスエリアの範囲を検証。
○移動体（車両等）での受信状況調査・・・移動しながらの受信状況、ドローンを使用した受信状況の検証。移動速度及び高度等。
○放送方式・・・検討中（ＩＳＤＢーＴ）
○使用機器・・・検討中
○実施場所・・・未定（和歌山県串本町を予定してますが、現在は未定です。）※海上を経由した電波伝搬の電波障害を検証も予定。
○その他








